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（総合審査結果の要旨） 
越後は現代美術の領域におけるインスタレーション作品の自己表現を「「私以外の」人々を巻き込んだプ
ロジェクトの実現こそが、私の創作の原動力である」として高度情報化社会における情報コミュニケーショ
ンの現実に対し自己のリアリティーの所在を身体性を伴ったコミュニケーションに作品制作の原動力を見出
している。 
作品表現の拠り所を自己と他者や環境とのコミュニケーションから発生する“ナラティブ”な表現に新た
な作品の可能性の確かさを指摘している。 
論文では彼の外国でのレジデンス滞在を通じて出会った様々な異文化の人々とのコミュニケーションを通
じ、その地域の社会環境における他者と本人との接触によって相対化される物語の構造が見て取れ、ナラテ
ィブの発生を地域での社会性の１断面と関連させて論述して行く。 
論文は作品表現を自己の発言する表現から逸脱させ他者とのコミュニケーションによって地域社会に発生
する“ナラティブ”を浮かび上がらせることによって現代美術における作品表現の新規性を論述している。 
2009から2018までの６プロジェクトについて自己の作品プロセスにおけるナラティブの発現の仕組みを分
析してプロジェクトを開催するに従って段階的に結論に至るというプロセスそのものの過程に作品思考を問
いかけるような手法で論述していて極めて独創性を感じる。 
博士課程学位発表作品は最後の中国で開催したプロジェクトでインスタレーションの形式で発表してい
る。北京での老人夫婦との出会い、この夫婦とのコミュニケーションからアメリカに留学中の息子を回想す
る会話の映像、さらに息子の部屋に残された衣服や思い出の食料、展覧会場にはこれらのオブジェと映像が
配置され、再構築されたコミュニケーションの場が出現している。 
スピーカーから流れる会話の音声は母親の中国語と作者の日本語で流されて観客をこの“ナラティブ”の
構造の中に誘う仕組みが演出されている。作品は静かな生活の記憶と展示会場に展示された記憶のオブジェ
によって “ナラティブの構造を現出させ、そこに観客を体験させることで“ナラティブ”のリアリティーを
浮かび上がらせている。これら自己体験に基づく論文、と作品は博士学位に値するものであるとして審査員
全員が承諾した。 
 
 
